





































によって skippers（陸上定住種），passive remainers（受動的陸上滞在種），active 
emergers（能動的陸上利用種）の 3つに区別されている．これらの現象は人目に
付きにくい環境で行われていることや人間の気配などの外的影響に左右されや
すく，特に active emergers については野外環境下での研究例は非常に乏しい現状
であった． 
 第 2，3章では南日本 5地点（薩摩半島花瀬海岸，口永良部島，奄美大島，沖
縄島，与那国島）において潮間帯の魚類群集学的研究を実施した．その結果，
花瀬海岸では 3科 7種，口永良部島では 16 科 47種，奄美大島では 14科 46種，






 これらの調査によって active emergers として過去に報告があるニセカエルウ
オ Istiblennius edentulus が各地点で確認され，ニセカエルウオと同所的にタネギ















 第 4 章では本種の陸上進出行動について野外調査を実施した．その結果，本
種の陸上進出行動は頭部だけを露出させる行動（頭出行動）と完全に水中から
飛び出す行動（陸出行動）からなることが明らかとなった．陸上に滞在し続け

























ながらも，明確な目的をもって自発的に陸上へ上がる active emergers であること
が明らかになった．その目的とは，本研究の結果からは「不適な水質環境から
の逃避」および「他魚種が利用できない餌資源の探索」が示唆され，単一の要
因ではなく複数の要因が起因して行われていると考えられる．本研究でみられ
た魚類の陸上進出行動は，他地点のタネギンポおよび潮間帯に生息する他のイ
ソギンポ科魚類でも観察され，口永良部島タネギンポ個体群に限定された行動
ではなく，潮間帯に生息する魚類が潜在的に有する生態であるといえる． 
 
 
